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IX. 合理化・効率化
1. 従業員一人あたりの販売電力量の推移
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2. 火力発電熱効率（低位発熱量）
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（注）低位発熱量は総合エネルギー統計（2004年度版）の換算係数を用いて、 
　　　高位発熱量実績より推定。 
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（注）１．熱効率は石炭、石油、ガスの熱効率を加重平均した発電端熱効率（低位発熱量基準）。 
　　　２．自家発電設備などは対象外。 
　　　３．東京電力のみ2009年度の実績。その他は2006年度の値。 

（出所）ECOFYS「INTERNATIONAL COMPARISON OF FOSSIL POWER EFFICIENCY AND CO2 INTENSITY」 

＜参考＞火力発電熱効率の国際比較



– 127 –

（注） 無人化率＝（無人発変電所数／全発変電所数）× 100（％）

4. 水力発電所・変電所の無人化率の推移
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3. 送配電ロス率の推移




